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を フ ラ ンスに到着するまで把握でき ていなかっ たが， こ れほど発覚が遅れた要因の一つは， 薩摩藩

があら かじ め幕府に対し ても その統制下での出品を 申し 出ていたためと 考えら れる 。 幕府が薩摩藩

の動き を 把握でき ていない中， 薩摩藩の展示区画は， 琉球公国と いう 一国の区画と し て配置さ れた

可能性が高く ， そのため， 幕府や商人に対し て区画が広く 取ら れているも のと 考えら れる 。 こ う し

た状況下では， 幕府に対し て報告が必要な区画と は認識さ れていなかっ たこ と だろ う 。

４ 　 薩摩藩の屋外展示場

　

フ ラ ン ス国立公文書館に， 丸十紋のプラ カ ード が掲げら れた和風建築の写真が所蔵さ れている 。

パリ 万博会場に設けら れた日本の展示場の写真と し て知ら れている （ 図８ ）。 軒下に掲げら れてい

る 丸十紋のある プ ラ カ ード には，「 GOUVERNEM ENT  DU T A ICH IOU DE  SA T SOUM A 」 と あ

る 。 こ れが「 薩摩太守政府」 を

意味する フ ラ ン ス語の表記であ

る 。 通例であれば， プ ラ カ ード

から は薩摩藩の展示場が想定で

き る が， 幕府と 薩摩藩の政治闘

争が根拠と なっ て， 薩摩藩が恣

意的に丸十紋のプ ラ カ ード を 掲

げて撮影し たも のであり ， 幕府

の展示場である と も 考えら れて

き た。

結論から 言え ば， こ れは薩

摩藩の屋外展示場を 写し た も

ので あ る。 日本の屋外展示場

が， 中国を 挟んで薩摩藩が右側

に， 幕府は左側に 設け ら れた

こ と はすで に述べた。 図９ は，

「 L 'E x posi tion  un iv er sel le de 

1867 iI lustrée」に掲載さ れた「 イ

ギリ ス区画： 会場俯瞰図」 と 題

さ れた挿絵で， 日本の屋外展示

場を 含むエ リ ア が描かれて い

る 。 画面右側の真ん中辺り の円

形の区画が中国， その上部に幕

府（ 商人） の展示場と 思われる

屋根に段のついた 建物があ る。

図８ 　 薩摩琉球パヴィ リ オン 　 1867年撮影
フ ラ ン ス国立公文書館蔵

図９ 　 イ ギリ ス区画 : 会場俯瞰図
「 L'Exposition universel l e de 1867 iIl ustrée」
1867年10月21日付　 鹿児島県歴史資料セン タ ー黎明館蔵

（ ○は筆者挿入）
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下部の右隅に， わずか

に 見え る 建物が薩摩藩

の展示場と 考えら れる。

こ の俯瞰図に は， 中

国と 日本の区画の左方

向に， ひと き わ背の高

い， 大型の塔ら し き も

のが描かれて い る。 こ

の塔は， 図８ の左端に

写っ た 高い塔に相当す

る と 思われる。 そ の位

置関係から ， こ の写真

は薩摩藩の展示場と 判

断でき る。

　 続いて，薩摩藩と は中国を 挟んで反対側に設置さ れた幕府側の屋外展示場を みてみよう 。図 10 は，

フ ラ ン スの絵入り 新聞「 LE  M ONDE I LLUST RE」 の 1867 年９ 月 28 日付に掲載さ れたも ので， 幕

府の呼びかけに応じ て参加し た清水卯三郎が同伴し た江戸柳橋の芸者かね・ さ と ・ すみの３ 名を 描

いたも のである。 こ の茶屋が開店し たのは， 薩摩藩の茶屋の完成から 遅れる こ と ２ カ 月の７ 月５ 日

（ ６ 月７ 日） のこ と であっ た。 茶屋風の日本家屋で， 煙管で煙草を 吸っ たり ， 茶を 点てたり し て日

本の日常生活を 演じ る様子は， フ ラ ン スやイ ギリ スの新聞紙上にたびたび大き く 取り 上げら れた。

こ こ で注目し たいのは， 見出し に「 日本： 薩摩公の屋敷の内部」 と ある 点である。 薩摩藩の代

理人モンブラ ンは， マスコ ミ 等に対し て， 薩摩を こ と さ ら 強調する 広報を 行う など， いわゆるプロ

パガン ダを 行っ たと 言われている こ と から ， こ の見出し を その事例と 考える こ と も でき よ う 。

５ 　 薩摩藩の３ 種の出品目録

（ １ ） 長崎領事館記録

日本に残る 薩摩藩の出品目録と 言える 史料は， 長崎領事のデュ リ ーを 通じ て幕府に提出さ れた，

慶応２ 年 10 月 1 日（ 1866 年 11 月 7 日）付の発送分 225 箱についての種別を 記し た大まかなリ スト（ 以

下，「 長崎領事館記録」 と する。） である （ 表１ ）
（ 9）

。 琉球産諸品，国産漆器，国産陶器，国産鉱石類，

国産諸材木， 国産植物， 国産農具， 茶器， 竹細工物， 反布， 小間物類， その他（ 茶， 白蠟， 煙草，

樟脳， 硫黄） などを 出品し たこ と が確認でき る 。

リ スト の内容から ， 薩摩藩は薩摩と 琉球の産物を 出品し たこ と が知ら れている も のの， 表１ に

は種別し か記さ れておら ず， 詳細は分から ない。 また， 薩摩藩はこ れ以前に約 250 箱を 独自にパリ

に向けて送付し ているこ と から ，こ のリ スト は，全体の約半分に過ぎない可能性が高い。 と はいえ，

日本を 出航する前に記さ れたリ スト であり ， 日本側の史料と し て確認でき る 唯一のも のである。

図10　 幕府（ 商人） の展示場（ 見出し 「 日本： 薩摩公の屋敷の内部」）
「 LE MONDE ILLUSTRE」 1867年９ 月28日付
鹿児島県歴史資料セン タ ー黎明館蔵

（ 見出し の下線は筆者挿入）
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（ ２ ）『 総合カ タ ロ グ』 No.1

『 総合カ タ ロ グ 』 No.1（ 以下，『 カ タ ロ グ １ 』

と する 。） は， 1867 年４ 月１ 日のパリ 万博の開

会式に合わせて発行さ れた， 展示分野ご と に分

類さ れた参加国の出品目録である 。

参加国一覧（ 図７ ） を みる と ， 日本は， ア ジ

アと し て共同の展示区画を 与えら れた，「 Empire 

chinois（ 中国）」，「 Royaum e de Siam（ シャ ム）」

（ タ イ ） と 並記さ れて い る 。 た だ し ，「 Em pire 

du Japon（ 日本帝国）」 と 「 Principauté de Liou-

K iou（ 琉球公国）」 と あり ， 一見する と ， ２ つの

国のよ う な印象を 受ける が， 日本帝国が幕府に，

琉球公国が薩摩藩に相当する。

『 カ タ ロ グ１ 』 で は， 幕府に関する 記述は参

加国一覧の「 Empire du Japon」 の一行のみで，

出品物の内容は全く 記載がない。 ま た， 幕府の

統率下で出品し た商人の清水卯三郎， 佐賀藩に

ついても 同様である。 一方， 薩摩藩については，

分野 種別 分野 種別 分野 種別 分野 種別

琉球産諸品

細上布 国産陶器 蓋物

茶器

火箸
反布

紋

紬縞

同鉱石類

鉛 茶杓 縮緬

紺地木綿 錫 茶巾

小間物類

短冊

茣蓙 其の他 服紗 筆

白・ 黒砂糖

同諸材木

椵 炉縁 紙

塗器 檜 灰斗 墨

藤細工盆 松 灰器 煙草入

泡盛酒 杉 香箱 紙入

国産漆器

提重 柞 鐶（ かん） 煙管

重箱 楠 灰匕（ はいさ じ ） 碁盤

盃 梅 茶壺 碁盤駒

吸物膳 桜

竹細工物

花入籠 将棋盤

吸物碗 椎 団扇 将棋駒

腰障子 槻 扇子 雙六盤

小襖 同植物 種物各種 簾 雙六駒

煙草盆

同農具

鍬 風炉 燈炉

手拭掛 鎌 香炉 行燈

料紙箱 鋤 花入 三味線

硯箱 堀杭 燈台 琴

菓子盆

茶器

茶筅 置物 両掛

短冊箱 茶碗

反布

縮緬 駕籠

文庫 棗 羽二重 乗物

花台 茶入 竜門 挟箱

肴台 水指 八丈縞 長持

盃台 水次 丹後縞 馬具

盃洗 建水 布 書画類

茶台 蓋置 裏𥿻 掛物

広台 柄杓 絽

その他

茶

国産陶器

茶碗 釜 帯地 白蠟

茶出 天目台 𥿻真田 煙草

茶入 五徳 綸子 樟脳

鉢 羽箒 繻子 硫黄

表１ 　 長崎領事館記録によ る薩摩藩の出品目録

図11　 「 琉球公国」 の出品目録（ グループ５ ）
『 総合カ タ ログ』 第１ 版
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代表者と し て，「 S.M .M A T SDA IRA  SH IRINO DA IBOU M INA M OT O NO M ODJIH ISA （ 松平修

理大夫源茂久殿下）」 と 名と と も に， 展示分野ごと に出品物の内容が詳細に記さ れている （ 図 11）。

茂久と は， 薩摩藩主島津忠義のこ と である 。 こ の取扱いの違いは， 出品物がパリ に到着し た時期と

関係し ている と 思われ， 幕府よ り も 先行し て輸送を 行っ ていた薩摩藩の出品物のみ， 編集に間に合

っ たも のと 推測さ れる。

『 カ タ ロ グ１ 』 の薩摩藩（ 琉球公国） の出品物を まと めたのが， 表２ である 。 グループ １ ： 芸術

作品， グループ２ ： 文化教養（ リ ベラ ル・ アーツ ） に関する 素材と 応用， グループ３ ： 家具・ 居住

用品， グループ４ ： 衣類・ 身に付ける も の， グループ５ ： 原材料， グループ７ ： 食料品・ 飲料品の

分野に出品さ れており ， それぞれの出品物の責任者， 地域， 種別が記さ れている。

表２ を 表１ と 比較し たと こ ろ ， 表１ では記載のなかっ た出品物がある こ と が分かっ た 。 両者は

表記方法が異なる ため区別し にく いも のも ある が， 明ら かなも のを 挙げる と 次のと おり である。

グループ ２ のク ラ ス 12 に， 藩営貨幣責任者の「 シラ イ シハチザエ モン 」 の名前で， 近代貨幣，

硬貨などが出品さ れている 。

グループ３ のク ラ ス 16 には， 藩営工場責任者の竹下清右衛門の名で， 鹿児島から コ ッ プやク リ

スタ ル製品などが出品さ れている 。 詳し く は後述する が， 竹下清右衛門は鹿児島城下磯で行われて

いた集成館事業の責任者の一人である こ と から ， 磯で製造さ れていたク リ スタ ル製品と は薩摩切子

である 可能性が高い。 薩摩切子は， 藩主島津斉彬が海外への輸出を 視野に薩摩焼と と も に改良・ 開

発を 行っ た工芸品である こ と から ， こ れまで， 薩摩焼のみが出品さ れている こ と に疑問が呈さ れて

La Comm ision impériale, Exposution Universelle de 1867 à Par is : Catologue général, Paris, E . Dentu, 1867 

出品目録　 :　 PRINCIPA UT É DE LIOU-K IOU [琉球公国 ]　 ―　 S. A . M A T SDA IRA  SHIRINO SA IBON M INA M FT O NO M ODJIHISA . [松平修理大夫源茂久殿下 ]

グループ１ 芸術作品

ク ラ ス３ 彫刻と 硬貨の彫金 Hamada Héitshi [ ハマダ ヘイ チ ] à Nagha. [那覇 ] 彫刻と 彫金

グループ ２ 文化教養（ リ ベラ ル・ アーツ） に関する素材と 応用

ク ラ ス６ 書籍出版物 Iw amoto Shiobé [ イ ワモト  シオベ ] à K agosima. [ 鹿児島 ] 印刷物， 印刷版

ク ラ ス７
紙のオブジェ 、 装丁、 絵画やデッ サンに関する道

具
Sakamoto Riodzo [ サカ モト  リ ョ ウゾウ ] à Nagha. [那覇 ] 紙見本、 紙のオブジェ

ク ラ ス１ ０ 楽器 Sandjiro [ サンジロ ] à Houne-T éne. [ 運天 ] 楽器

ク ラ ス１ ２ 科学教育に関する道具と 素材 
Shira I ssi　 Hatshiza Emonh [ シラ イシ ハチザエモン ] : 藩

営貨幣責任者
à K agosima. [ 鹿児島 ] 近代貨幣； 硬貨； 重量と 大き さ

グループ ３ 家具・ 居住用品

ク ラ ス１ ６ ク リ スタ ル製品、 高級ガラ ス窓と ステンド グラ ス T aké noshta Seymonh [竹下清右衛門 ] : 藩営工場責任者 à K agosima. [ 鹿児島 ]
コ ッ プ製造、 ク リ スタ ル製品、 工

場製品数種類

ク ラ ス１ ７ 陶器、 磁器及びその他高級焼物

1. Shigué Shisa Guéne Sekki [重久玄碩 ] à K agosima. [ 鹿児島 ] 磁器

2. SONODA  SA OUA  EM ONH [園田沢右衛門 ] à Shirasa. [ 平佐 ] 磁器

3. Hougo M houdo [ 北郷 ムホンド ] à Shirasa. [ 平佐 ] 磁器

4. T shioséne D jine [ 朝鮮人 ] : de fam ille Coréenne [ 朝鮮

の一家 ]
à Nana Shirogaoua. [苗代川] 磁器

ク ラ ス２ １ 金銀細工品 T shisk i　 [ 漆器 ] à Houne-T éne. [ 運天 ] 金銀細工

ク ラ ス２ ２ 銅芸術、 鋳物芸術、 鍛金細工数種類 T shiouse K anh [ 集成館 ] à I sso. [ 磯 ] 銅細工

ク ラ ス２ ６ 製品、 象牙（ 黒檀） 製品、 籐製品 Lai K oudjo [ ラ イ  コ ウジョ ウ ]　 （ 細工所か？） à K agosima. [ 鹿児島 ] 塗り 物木製品数種類

グループ ４ 衣類・ 身に付けるも の

ク ラ ス２ ７ -３ ２ Orimenodjo [ 織物所（ 織綿所） ] à K agosima. [ 鹿児島 ] 綿、 絹、 糸と 生地

ク ラ ス３ ５ 男女衣服
Shing-K awa-Séyémonh [シンカ ワセイ エモン ]：

fournisseur de la Cour [ 宮廷御用達 ] 
à K agosima. [ 鹿児島 ] 階級別、 男女の衣服

ク ラ ス３ ７ 携帯武器

1. Nam ino hira Lioukyas [ 波平行安 ] à T aniama. [ 谷山 ] 刀剣

2. M asayoshi [ マサヨ シ ] à K agosima. [ 鹿児島 ] 騎馬用の武具

3. K inoaki K eishiro [ 木脇啓四郎 ] : fournisseur de la Cour 

[ 宮廷御用達 ]
à K agosima. [ 鹿児島 ] 鎧

ク ラ ス３ ８ 旅行， 野営用具 Iw asta Nambé [ イワシタ  ナンブ ?] à Houne-T éne. [ 運天 ] 鞍、 馬具

Nakadgouro-Shiogorz [ ナカゴロウ シオゴロウ ] à K agosima. [ 鹿児島 ] ト ラ ンク 、 使者用の椅子

グループ ５ 原材料

ク ラ ス４ ０ -４ ４
M atso Hoka Djou Dayou [ 松岡十太夫 ] : （ 島々の）、 農業

及び鉱物専門家
サンプル数種類

グループ ６ 機械および製造業の方法 −

グループ ７ 食料品・ 飲料品

ク ラ ス６ ７ -７ ３
1. K oguiw ara-Sanda [カ ギワラ  サンダ ] à Nagha. [那覇 ] 数種類のサンプル

2. Hattari K iou Dayo [ ハッ タ リ  キュ ウ ダヨ ] à Houne-T éne. [ 運天 ] サンプル数種類

表２ 　 『 総合カ タ ロ グ』 No. １ による 薩摩藩の出品目録
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き たが， パリ 万博に出品さ れていた可能性が高い。

グループ３ のク ラ ス 22 には， 磯の集成館から 銅の細工品が出品さ れている 。

グループ４ のク ラ ス 37 には， 波平行安の名で鹿児島城下谷山から 刀剣が， 木脇啓四郎の名で鎧

が出品さ れており ， 薩摩藩で製造さ れる 刀剣や鎧類が出品さ れていたこ と が判明し た。

続いて， 表１ に記載があり ， さ ら に詳し い情報が判明し た主な例を 挙げる 。

グループ５ には， 出品物の製作責任者と 思われる 「 M atso Hoka D jou Dayou（ 松岡十太夫）」 の

名がある。 松岡は， 慶応元（ 1865） 年に英国人技師を 引率し て奄美大島に赴き ， 機械精糖工場の建

設に携わり ， 翌年には， 日本初の洋式機械紡績工場である「 鹿児島紡績所」 の建設を 監督し た。 リ

スト には， 農業及び鉱物専門家と し て紹介さ れており ， サン プル数種類を 出品し たよ う である。 こ

れら は表１ の国産の鉱石類や諸材木， 植物などに相当すると 考えら れる。

グループ３ のク ラ ス 17 では，薩摩焼が出品さ れたこ と のみ分かっ ていたが，『 カ タ ロ グ１ 』によ り ，

鹿児島城下の藩窯である 竪野系， 伊集院郷の苗代川系， そし て， 平佐郷で生産さ れた平佐系の製品

が出品さ れていたこ と が判明し た。

こ のよう に， 表１ に記載のないも のと ， すでに記載のあるも のの両者が含まれている こ と は， 薩

摩藩が２ 度に渡っ てフ ラ ン スに送っ た出品物が反映さ れている こ と が示唆さ れる。 つまり ， 表２ の

『 カ タ ログ１ 』 は， 薩摩藩の出品物のすべてを 網羅し たも のと 考えら れるのである 。

（ ３ ）『 総合カ タ ロ グ』 No.2

『 総合カ タ ログ』 No.2（ 以下，『 カ タ ログ２ 』 と する 。） は，

４ 月 21 日に行われた三者協議後に発行さ れた，『 カ タ ロ

グ１ 』の改訂版である
（ 10）

（ 図 12）。 こ こ では，「 Principauté 

de Liou-K iou（ 琉球公国）」 の記載は抹消さ れ， 代わり に

日本が「 Empire du Japon（ 日本帝国）」 にまと めら れて

おり ， ま ず幕府の出品物が「 Gouvernement du T aicoun

（ 日本大君政府）」 と し て記載さ れ， 次に「 Gouvernement 

du T aisiou de Satsouma（ 薩 摩 太 守 政 府 ）」， さ ら に

「 Gouvernement du T aisiou de F izen（ 肥前太守政府）」

へと 続く 。 こ の有り 様は三者協議の結果が反映さ れたも

のであり ， 薩摩藩が薩摩太守政府と なっ たこ と を 受けて，

佐賀藩も 肥前太守政府と 名乗る こ と と なっ たこ と によ る 。

また，『 カ タ ログ１ 』 には記載のなかっ た幕府統括下の

出品物が詳細に記載さ れており ， 商人と 佐賀藩の内容も

含まれる。『 カ タ ロ グ１ 』にすでに記載のあっ た薩摩藩は，

『 カ タ ログ２ 』 では出品分野がさ ら に細分化さ れ， 説明も

よ り 具体的になっ ている こ と から ， 個々の出品物の姿を

ある 程度捉えるこ と ができ る（ 表３ ）。

図12　 「 日本帝国」 の出品目録
『 総合カ タ ロ グ』 第２ 版
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例えば，『 カ タ ロ グ１ 』 で薩摩切子の可能性を 指摘し たガラ ス製品については，『 カ タ ロ グ２ 』 で

は「 ダイ ヤモンド カ ッ ト の施さ れた白と 青のク リ スタ ルのカ ッ ト ガラ ス（ ルイ 16 世スタ イ ル）」 と

さ ら に詳細な説明がなさ れており ， 薩摩切子と 判断でき る。

薩摩焼については，鹿児島（ 藩窯・ 竪野系） から は，「 SA T SUM A 」 と 呼ばれる 陶器数点，壺，平皿，

カ ッ プ & ソ ーサー， 大型製品と 一式　 数点， 苗代川から は， いわゆる 「 satsouma」 の陶器数点（ 香

炉， 花瓶， ティ ーカ ッ プ， 芸術的作品数点）， 平佐から は磁器の花瓶， 平皿， 小皿， 急須， 湯呑み

と 茶たく 数点， そし て白と 青の磁器（ 数種類の花瓶） と ある 。

輸出向製品と し て海外にも たら さ れた薩摩焼の製品（ 薩摩錦手など） が， パリ 万博の段階ですで

に「 SA T SUM A 」 ある いは「 satsouma」 の称号を 得ていたこ と が示唆さ れる こ と は， 薩摩焼の海

外輸出の道程を 考える上で極めて重要である。 こ の段階で， すでにかなり の量の薩摩焼がフ ラ ン ス

にも たら さ れており ， その存在が認知さ れていた可能性が想定さ れる 。 通常， 薩摩焼は第２ 回パリ

万博での高い評価を き っ かけに輸出の道を 開いたと 言われる が， パリ 万博の段階で，「 SA T SUM A 」

の称号を 得る ほど， すでに知ら れていたと すれば， ヨ ーロッ パなどへの薩摩焼輸出の時期はさ ら に

遡る と 考えら れ， パリ 万博がき っ かけと なっ たと いう 考え方を 見直す必要がある。

（ ４ ） ３ 種の出品目録から

　 表１ ~ ３ の出品目録を 比較する と ， パリ 万博では薩摩焼が高い評価を 得たこ と が知ら れる が， 数

量は不明であるも のの， 決し て薩摩焼に偏っ た出品だっ たわけではないこ と が分かる 。 パリ 万博当

時の薩摩（ 琉球を 含む） で生産さ れていたあら ゆる工芸品や産物が， パリ 万博の展示分野に則し て

選定さ れ， 出品さ れたと 理解でき る。

し たがっ て， こ れまで「 長崎領事館記録」（ 表１ ） を 基に言われていた「 薩摩と 琉球の産物」 と

いう 薩摩藩の出品物の特徴は， パリ 万博の出品物全体を 通し ても 肯定でき る こ と が確認でき た。

また， 藩営工場から の出品を 示唆する も のと し て， 藩営貨幣責任者のシラ イ シハチザエモン（ 詳

細は不明）， 薩摩焼藩窯の重久玄碩， 苗代川の薩摩太守の工場責任者， 御用品の漆器などの製作を

担当し た細工場（ 所）， 同じ く 織物を 製作し た織物所（ 織綿所）， 藩営の甲冑製造所責任者の木脇啓

四郎など が確認でき る 。 さ ら に， 近代化事業が行われていた集成館事業に関わっ た竹下清右衛門，

松岡十太夫ら の名も 見える 。 つまり ， 薩摩と 琉球の産物を 出品する に当たり ， 藩営工場で生産さ れ

る 薩摩の工芸品などを 中心と し ながら 準備が行われ， 単なる 伝統的なも のではなく ， 集成館事業に

おいて海外を 意識し ながら 製造さ れていた， 当時の最先端の製作物などが選定さ れたと 考えら れる

のである。

６ 　 薩摩藩の出品物に関する考察

（ １ ） 薩摩切子の出品

薩摩切子は， 幕末， 藩主島津斉彬が近代化を 目指し て行っ た集成館事業の一環と し て生み出さ れ，

イ ギリ ス， ボヘミ ア， 中国などのガラ ス製品に範を求め， 海外輸出も 視野に入れながら 高度に発展を
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La Commision impér iale, Exposution Universelle de 1867 à Paris : Catologue général, 2e éd.,Par is, E . Dentu, 1867 

出品目録　 ： 　 EM PIRE DU JA PON　 [ 日本帝国 ]　 ―　 GOUVERNEM ENT  DU T A ISIOU  DE SA T SOUM A ［ 薩摩太守政府］

グループ １ 芸術作品

ク ラ ス３ -5
彫刻及び彫り のある硬貨・ 建築図面と 模型・ 版画と
リ ト グラ フ

Hamada Heitshei [ ハマダ ヘイ チ ] à Nagha. [ 那覇 ] 彫刻と 版画

グループ ２ 文化教養（ リ ベラ ル・ アーツ） に関する素材と 応用

ク ラ ス６ 書籍出版物

Iw amoto Shiobé [イ ワモト  シオベ ] à K agosima. [ 鹿児島 ] 印刷物， 印刷版画

Joshino [ ヨ シノ ] イ ラ スト 入り 物語集

A sakoura　 [ アサク ラ ] 印刷さ れた紙製のう ちわ数点

ク ラ ス７ 紙のオブジェ 、 装丁、 絵画やデッ サンに関する道具
Sakamoto Riodzo [サカ モト  リ ョ ウゾウ ] à K agosima. [ 鹿児島 ]

異なる種類、 品質の神数種 
紙布（ カ ジノ キ）、 日傘、 雨用紙
製の傘 、 紙製の日よけ

Lakio [ ラ キオ ] か？ 紙製ラ ンタ ン数点（ 提灯か）

ク ラ ス１ ２ 科学教育に関する道具と 素材 
Shira I ssi　 Hatshiza Emonh [ シラ イ シ ハチザエモン ] : 藩
営貨幣責任者

à K agosima. [ 鹿児島 ]
近代貨幣数点、 硬貨数点、 重り と
秤数点

グループ ３ 家具・ 居住用品

ク ラ ス１ ６ ク リ スタ ル製品、 高級ガラ ス窓と ステンド グラ ス
T aké noshta Seymonh [ 竹下清右衛門 ] : 薩摩太守政府の
工場責任者

à K agosima. [ 鹿児島 ]
ダイ ヤモンド カ ッ ト の白と 青ク リ
スタ ルのカ ッ ト ガラ ス（ ルイ16世
スタ イ ル）

ク ラ ス１ ７ 陶器、 磁器及びその他高級焼物

1. Shigué Shisa Guéne Sekki [重久玄碩 ] à K agosima. [ 鹿児島 ]
”SA T SUM A ”と 呼ばれる陶器数点、
壺、 平皿、 カッ プ & ソ ーサー、 大
型製品と 一式　 数点

2. Sonoda Saonaémough [園田沢右衛門 ]
磁器の花瓶、 平皿、 小皿、 急須、
湯呑みと 茶たく 数点

3. Hougo N ihondo [北郷 ニホンド ] 白と 青の磁器： 数種類の花瓶

4. T shiosénedjine [ 朝鮮人 ] ： 薩摩太守政府の工場責任者 à Nana Shirogaoua. [ 苗代川 ]
いわゆる ”satsouma”の陶器数点：
香炉 ; 花瓶 ; ティ ーカ ッ プ、 芸術的
作品数点

ク ラ ス２ １ 金銀細工品 T s ｃ hisk i　 [ チシキ ] à Houne-T éne. [運天 ]

芸術的な台座付き の扇子数点、 新
し い彫刻が施さ れた青銅製の壺数
点、 金の像数点、 銀の腕輪数点、
彫刻が施さ れたパイ プの先数点

ク ラ ス２ ２ 銅芸術、 鋳物芸術、 鍛金細工数種類 T shiouse-K an [ 集成館 ] à I sso. [ 磯 ]

芸術的な青銅作品数点； porte-
bouquet 数点 , 青銅に金を施し た
キマイ ラ  像数点； 青銅製の動物
像数点； 亀と 蛇が水晶の地球と 一
緒になっ ている岩 

ク ラ ス２ ６ 製品、 象牙（ 黒檀） 製品、 籐製品

1. SaiK oudjo [ 細工所（ 場） ] à K agosima. [ 鹿児島 ]

古い漆塗り の箱と 引き 出し 付き の
家具数点、 インク 壺数点、 お盆数
点、 荷物箱数点、 漆塗り の箱に
入っ た湯沸かし 器数点

2. N ihiro H itté Sayémonh　 [新納秀左衛か ]
家具数点、 箱数点： 小箱と 漆塗り
のイ ンク 壺数点、 漆塗り のゆのみ
と 茶托数点

3. Shiroyama K anoski [ シロヤマカ ノ スキ ]
家具数点； 箱数点； 琉球塗り の目
新し いお盆と オブジェ 数点

4. Godjouro［ ゴジュ ロウ］ 漆塗り の箪笥と テーブル

5. Hamada Heitshi［ ハマダヘイ チ］ 象牙彫刻

グループ ４ 衣類・ 身に付けるも の（ 服飾雑貨）

ク ラ ス２ ７ 綿の糸と 布
Orimenodjo [ 織物所（ 織綿所） ] à K agosima. [ 鹿児島 ] 綿、 生地、 糸

M inoda［ ミ ノ ダ］ 木綿糸と 生地、 各種デザイ ン

ク ラ ス３ １ 絹糸と シルク 生地
Nomoura［ ノ ムラ ］

タ フ タ 、 ダマスク 織、 錦織、 ちり
めん、 無地の布地、 横糸に紙の糸
を使っ た絹の布地； 繻子、 ビロー
ド 、 シンプルなビロード 、 毛の長
いビロード ； 鮮紅色のちり めん、
白地に赤のちり めん

Orimenodjo [ 織物所（ 織綿所） ] à K agosima. [ 鹿児島 ] シルク 、 生地、 糸

ク ラ ス３ ３ レース、 チュ ール織、 刺繍、 組紐 Orimenodjo [ 織物所（ 織綿所） ] シルク 、 金銀の刺繍

ク ラ ス３ ４ メ リ ヤス製品と 下着、 衣類用アク セサリ ー Sibouya［ シブヤ］
糸まり と 財布数点； 人形数点（ 衣
装を着用）； タ バコ 用カ バン； パ
イ プケース； 帽子と 靴数点

ク ラ ス３ ５ 男女衣服
Shing ｋ aw a-Séyémonh [ シンカ ワセイ エモン ]：
fournisseur de la Cour [ 宮廷御用達 ] 

à K agosima. [ 鹿児島 ]
歩兵隊の古い衣装数点； 将軍の古
い甲冑、 マネキンに着せた男女の
衣服数点

ク ラ ス３ ７ 携帯武具

Namino hira L ioukyas [ 波平行安 ] à T aniama. [ 谷山 ] 刀剣

M asayoshi [ マサヨ シ ] à K agosima. [ 鹿児島 ]
束と 鞘に豪華な技が施し てある刀
数点； 刀剣数点、 弓、 矢、 錐付き
の銃、 銃尾を担いで使用する銃

K inoak i K eishiro [木脇啓四郎] : fournisseur de la Cour [宮
廷御用達 ]

à K agosima. [ 鹿児島 ] 帽子（ 兜か）、 鎧数点

ク ラ ス３ ８ 旅行， 野営用具 Iw asta Nambe [ イ ワシタ  ナンブ ?] à Houne-T éne. [運天 ] 鞍、 馬具

ク ラ ス３ ９ （ 棚などに飾る） 小装品と おも ちゃ Nakad ｚ ouro-Shiogorz [ ナカ ズロ シオゴロウ ] à K agosima. [ 鹿児島 ]
黒い漆塗り で金を塗っ た銅を使っ
た旅行カ バン； 携帯用椅子

グループ ５ 原材料（ 高級素材）

ク ラ ス４ ０ 鉱山開発と 製鉄業製品 M atso Hoka Djou Dayou [ 松岡十太夫 ] Y onégasima 硫黄、 石炭

ク ラ ス４ １ 森林開発用製品 M atso Hoka Djou Dayou [ 松岡十太夫 ] 樟脳 ; 木材

ク ラ ス４ ２ 狩り 、 釣り および狩猟採集用製品 M atso Hoka Djou Dayou [ 松岡十太夫 ] 麝香

ク ラ ス４ ３ 農業（ 食用でないも の） および保存製品
M atso Hoka Djou Dayou [ 松岡十太夫 ] 

刻んだ葉たばこ と 国分たばこ の
葉：  紙布の材料 ; 麻 ; 棕櫚の皮：
食用キノ コ の原木 ; 植物性ワッ ク
ス（ 白蝋だろう ） ; 繭と 絹糸のサ
ンプル数点、 木綿の見本

Gasseau［ ガッ ソ ウ］ 薩摩の繭の標本

ク ラ ス４ ４ 化学および製薬製品 M atso Hoka Djou Dayou [ 松岡十太夫 ] いわゆる中華イ ンク （ 墨か）

グループ ６ 機械および製造業の方法（ 工芸技術）

ク ラ ス４ ８ 森林および道路開発のための器具と 道具 M atso Hoka Djou Dayou [ 松岡十太夫 ] à K agosima. [ 鹿児島 ] 農業用具

ク ラ ス５ ４ 工作機械 M atso Hoka Djou Dayou [ 松岡十太夫 ] à K agosima. [ 鹿児島 ] 大工道具

グループ ７ 食料品・ 飲料品

ク ラ ス７ ２ 薬味と 香辛料： 砂糖と ジャ ム類

K o ｚ iw ara Sanda [ カ ギワラ  サンダ ] à Nagha. [ 那覇 ] みやこ のじ ゃの茶

Hattar i K ioudayo [ ハッ タ リ  キュ ウダヨ ] à Houne-T éne. [運天 ]
たき のと （ 茎、 食用竹）； ソ ーヤ
（ 醤油）； 食用の海藻

表３ 　 『 総合カ タ ロ グ』 No. ２ による 薩摩藩の出品目録
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遂げた。 透明ガラ スの上に， 紅や藍などの色ガラ スを 被せ， そこ にカ ッ ト を施し て文様を表現するも

ので， カ ッ ト 面に現れるグラ デーショ ン， いわゆる「 ぼかし 」 が特徴である。 なかでも ， 暗紅色をし

た紅ガラ スは， 日本で初めて発色に成功し たも ので，「 薩摩の紅ガラ ス」 と し て幅広く 賞賛さ れた。

薩摩藩でのガラ ス製造は， 弘化３ （ 1846） 年， 藩主島津斉興が城下に中村製薬館（ 現鹿児島市

鴨池町） を 創設し ， 硝酸などの酸類や医薬品の製造を 開始し たこ と に始まる 。 強い酸にも 耐える ガ

ラ ス器の必要性から ， 江戸のガラ ス職人四本亀次郎を 招いて薬瓶の製造が試みら れた。

嘉永４ （ 1851） 年， 島津斉彬が藩主に就任する と ， 紅や藍などの色ガラ ス， 酸に強い硬質ガラ ス，

艦船用の板ガラ ス，カ ッ ト ガラ スなどが作ら れ，ガラ ス製造は飛躍的に成長を 遂げる 。 安政２（ 1855）

年， 磯の集成館に築かれたガラ ス工場には， 銅赤ガラ ス窯２ 基， 金赤ガラ ス窯２ 基， ク リ スタ ルガ

ラ ス窯１ 基， 板ガラ ス製造窯１ 基， 鉛ガラ ス製造窯数基があっ たと いう 。

安政５ （ 1858） 年， 斉彬が急逝する と ， 集成館事業は大幅に縮小さ れ， 文久３ （ 1863） 年の薩

英戦争で灰燼に帰し た。 その後， ガラ ス工場は再建さ れ， パリ 万博当時も 操業を 続けていた。

し かし ながら ， 出品物が長崎から 送り 出さ れた際の記録である 表１ には薩摩切子の記載がない

こ と から ， こ れまで薩摩切子はパリ 万博に出品さ れていないと 考えら れてき た。 し かし ながら ， パ

リ 万博の出品目録である ２ 種の『 総合カ タ ログ』 には， 薩摩切子と 考えら れる 記載がある こ と はす

でに述べたと おり である 。『 カ タ ロ グ１ 』（ 表２ ） には， ク ラ ス 16 のク リ スタ ル製品， 高級ガラ ス

窓と ステン ド グラ スの部門に，鹿児島（ 城下） から 「 コ ッ プ製造，ク リ スタ ル製品，工場製品数種類」

が出品さ れており ，「 藩営工場責任者」 と し て「 T aké noshta Seymonh」 と ある のは，「 竹下清右衛

門」 を 指すと 考えら れる 。 さ ら に『 カ タ ロ グ２ 』（ 表３ ） ではよ り 具体的な記載と なっ ており ，「 薩

摩太守政府の工場責任者」 と し て竹下の名があり ， 出品物に「 ダイ ヤモン ド カ ッ ト の白と 青ク リ ス

タ ルのカ ッ ト ガラ ス（ ルイ 16 世スタ イ ル）」 と ある。

竹下清右衛門は， 元治元（ 1864） 年に始まる 集成館の復興事業において， 機械工場の建設掛に任

命さ れていた人物である こ と から ， ガラ ス製品の部門へは， 集成館で製造さ れていたク リ スタ ル製

品が出品さ れたも のと 理解でき る 。当時の集成館ではク リ スタ ルガラ スにさ まざまなカ ッ ト を 施し ，

透明ガラ スに赤や青と いっ た色ガラ スを 被せる 技法を 特徴と し た薩摩切子が製作さ れていた 。「 ダ

イ ヤモンド カ ッ ト の白と 青ク リ スタ ルのカ ッ ト ガラ ス」 と いう 出品物は， 正に薩摩切子を 示し てい

る と 考えら れる。 つまり ， 薩摩切子はパリ 万博に出品さ れていたと 判断でき る のである。

　 万博への薩摩切子出品については， 英国公使パーク スが慶応２ （ 1866） 年６ 月にガラ ス工場を 訪

問し たと き の記録
（ 11）

に， 次のよ う にある。

硝子製造所ニ至テ ， 硝子器ヲ 製スルヲ 見ルニ， 其ノ 巧ナル， 日本ニテ今ヨ リ 後製造物ニ長ス

ルハ， 此国ノ 人ニ在ルコ ト 明ナリ ， 当今ニテスラ 其製造物ノ 一二ハ， 西洋ノ 博覧会ニ出シテ

恥シカ ラ ヌ 程ノ 手際ナリ ，

パーク スは薩摩切子の出来映えを ， 西洋の博覧会に出品し ても 恥ずかし く ないほど の手際と 絶

賛し ている 。 また， 朱書で「 博覧会ニモ出セリ 」 と ある 。 こ の博覧会と は， 1867 年パリ 万博のこ

と であろ う 。 薩摩藩は， 慶応元（ 1865） 年， すでに万博への参加を 決定し ていた。 パーク スが訪問

し た時期， パリ 万博出品物の製造が行われていた可能性が考えら れよ う 。


